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平成30年3月15日発行

福祉
ふ く し No.

78

※サロンでも実践できる軽体操を体験する参加者の皆さんの様子
詳細は2ページに掲載

ふれあいサロン交流会
～より魅力のある活動に！～



　ふれあいサロンは、外出や集まる機会の少ない高齢者の方などが、身近な集会所などに集まって
ふれあう中で、人と人とのつながりの輪を深めていく「地域のふれあいの場」です。
　サロン同士の情報交換・交流の場として交流会を開催し、市内１２８の実施団体のうち、５９団体６２名
が参加。グループワークでは、「自分のサロンの良いところや魅力」「みんなに参加してもらうための工
夫」をテーマに、熱心に語り合いました。また、健康運動指導士の平田久実子さんによる、タオル体操・
にしかわ体操等の軽体操やレクリエーションの指導もありました。

グループワークで

出た意見
★参加者にも、役割を持ってもらうことが大切。
★負担を感じないサロンにしている。
★人数は少ないけれど、集まれば話は尽きない。
★年に1～2回参加出来ない人に宅配している。
★時々、気になる人の様子を見に行っている。　などなど

f u r e a i  s a l o n

1/19

※年度末が近づいてきました。今年度の活動が終了したサロン団体は実績報告書
の提出をお願いします。

　また、平成３０年度の活動については、１回目の活動の前に申請手続きをお願いし
ます。

お知らせ
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　潜在的なボランティアの発掘と本市におけるさらな
るボランティア活動の活性化を図ることを目的にボラ
ンティア研修会を開催しました。当日は、ボランティア
団体や関係者を含め総勢１８０名が参加。２団体の実践
発表と記念講演がありました。

ボランティア研修会ボランティア研修会
テーマ『つながりささえあう地域づくり』

「玉川にこにこCafe」について

玉川地区社会福祉協議会（玉川地区福祉委員連絡会）

ふれあい・たすけ愛社会の創出
～つながり　ささえあう　地域づくり～

認定ＮＰＯ法人　ハーモニーネット未来

「順正デリシャスフードキッズクラブ（食糧支援）
の取り組み」について

順正学園ボランティアセンター

記念 講演

実践 発表 実践 発表

理事長 宇野 均恵さん
う の まさ え

中戸 秀子さん
なか ひでと こ

2/1
5

今は健康で生活に問題はないけれど、いつ何が

起こるか分からない中、近隣との交流や地域での

居場所づくりが大切であると思いました。

ボランティアは、他人のためではなく自分のため

だと分かった。ボランティアの仲間を増やして地

域福祉の向上に貢献したい。

土地に合ったささいなことからスタートし、元気、

勇気、やる気が大事だと思いました。

このような研修は、自分を見つめ直す良いチャン

スになり一歩進めた気がしました。

などの感想がありました。

参加 の
者参加 の

こえ
voice

コーディネーターコーディネーター 長櫓 雅章さん
なが まさろ あき

者
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

平成30年度「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」の助成団体を募集！
～高梁市共同募金委員会は、地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援～

歳末たすけあい募金　実績 赤い羽根共同募金　実績

　皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、
平
成
30

年
度
に
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
福
祉

施
設
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
幅
広

く
使
わ
れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

3,894,410
68,397
745,600
15,728
673,300
99,194
9,200
47,869

5,553,698

　皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募

金
は
、
今
年
度
も
、
在
宅
で
暮
ら
し
て

お
ら
れ
る
重
度
の
要
介
護
者
や
難
病
者

等
2
7
3
名
の
方
へ
慰
問
金
と
し
て
お

届
け
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
年
末
年
始
に
援
助
活
動
に
携

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体
等

12
団
体
へ
活
動
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

2,218,444
15,149
55,144

2,288,737

お問合せ先 地域福祉課 ☎２２－７２４３
川 上 支 所 ☎４８－９７７０

有 漢 支 所 ☎５７－３２１８
備 中 支 所 ☎４５－３１３１

成 羽 支 所 ☎４２－２００５

　新たな年を迎える時期に、地域で安心して暮らすことができるよう、次のボラン
ティア団体・福祉団体等が歳末たすけあい募金の助成を受け、友愛訪問活動・慰問
・交流事業を行いました。

★宇治婦人会

歳末たすけあい募金で広がる地域の歳末たすけあい募金で広がる地域の 絆

★川関婦人部（有漢）
★有漢町ボランティアあじさいの会

★備中町ヘルス
　ボランティア連絡会

★川上地区歳末友愛
　訪問ボランティア

高齢者を対象とした歳末友愛訪問

障害者との交流・歳末激励慰問

施設慰問及び交流事業

高齢者を対象とした歳末友愛訪問 5団体

障害者との交流・歳末激励慰問 2団体

施設慰問及び交流事業 5団体

★かぐら街道布寄直売所（成羽）

★四ツ葉の会（川上）
★ラベンダーボランティア（川上）

★備北商工会女性部（成羽）
★ひまわりボランティア（川上）

★高梁市手話ボランティアの会
★高梁市身体障害者福祉協会

歳末たすけあい運動と
して、さまざまな活動に
取り組まれました。

歳末たすけあい運動と
して、さまざまな活動に
取り組まれました。

平成29年度赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
（成羽地区）…………………… 
(株)トリムス岡山工場

地域の安全・安心な暮らしを住民とともにつくる活動
☆助成対象活動
    自主防犯・自主防災活動のために年間を通じて必要なパトロール用資材およびユニフォーム等の整備
☆助成対象団体
    高梁市内において、原則１年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主体とした
    組織で、自主性、自立性を有し、事業計画および会計状況が明らかであること。
☆助成金額  １団体あたり１０万円以内

☆助成対象活動
    地区社会福祉協議会が年間１２回以上開催する、声かけ見守り活動等の社会的な孤立の防止を目的とした
    通いの場での活動　　　
☆助成対象団体　 地区社会福祉協議会
☆助成金額  １地区社会福祉協議会あたり６万円を上限とし、１拠点あたり２万円以内。 

住民相互のふれあいの拠点づくりに積極的に取り組む活動

〇実施期間　 平成30年４月１日～平成31年３月31日　〇申請期間    平成30年４月１日～５月31日
※この助成は予算の範囲内で実施します。　※申請書は市社協ホームページからもダウンロードできます。 詳細については、気軽にお問い合わせください。
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※この助成は予算の範囲内で実施します。　※申請書は市社協ホームページからもダウンロードできます。 詳細については、気軽にお問い合わせください。
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原
田
純
子
さ
ん

私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し

VOL.

12

j
u

n
k

o
 
h

a
r
a

d
a

私
は
、
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
落
合
町
で

の
普
段
の
暮
ら
し
が
幸
福
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る

一
人
で
す
。

こ
れ
は
、
「
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
」
に
誘
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

こ
の
会
は
、
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

落
合
町
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
中
心
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
お

花
を
飾
り
、
お
茶
や
飴
を
準
備
し
て
利
用
者
の
方

を
お
迎
え
し
ま
す
。
手
作
り
し
た
昼
食
は
毎
回
大

好
評
で
、
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
雑
談
を
し
た
り
し

ま
す
。

松
原
町
へ
行
く
道
路
沿
い
に
「
み
や
ま
花
壇
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
一
時
放
置
さ

れ
て
い
た
の
が
寂
し
く
、
ひ
ま
わ
り
の
会
が
手
を

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
芝
桜
が
と
て
も

き
れ
い
だ
っ
た
よ
」
「
立
派
な
葉
ボ
タ
ン
じ
ゃ

な
ー
」
と
の
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
が
嬉
し
く
、
爽

や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
月
に
一
回
は
花
壇
の

世
話
に
会
員
が
集
ま
り
、
一
緒
に
話
の
花
も
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

作
業
中
の
お
し
ゃ
べ
り
の
中
で
、
敬
老
の
日
に

ち
ら
し
寿
司
を
贈
っ
た
ら
と
い
う
話
に
な
り
、
75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
届
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
作
業
で
す
が
、
花
植
え

と
同
様
に
完
成
し
た
と
き
の
喜
び
は
得
難
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

の
活
動
に
も
参
加
し
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
作
っ
た
り
し
て
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
で
は
、
落
合
小
学

校
や
幼
稚
園
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ハ
ッ
ピ
ー
（
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
）
の
人
じ
ゃ
ー
」
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
思
わ
ず
手
を
振
り
笑
顔
に

な
る
私
が
い
ま
す
。

地
域
で
生
活
す
る
に
は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

何
気
な
い
日
常
の
幸
福
が
、
落
合
町
を
駆
け

巡
っ
た
ら
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
す
。

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ
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地域福祉活動報告

川
上
小
学
校
児
童
と
交
流川

上
い
き
い
き
交
流
館

2/7

高
齢
者
の
交
通
安
全
と
悪
質
商

法
被
害
防
止
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
安
全
は
家
庭
か
ら
」を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
さ
れ
て
い
る
交

通
安
全
母
の
会
の
清
水
さ
ん
と
赤

木
さ
ん
が
、平
成
20
年
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
年
３
回
訪
問
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、湯
野・西
山
地
区
の

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
は「
マ
ミ
ム

メ
モ
運
動（
㋮
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
㋯

よ
く
見
て
㋰
無
理
を
せ
ず
㋱
目
立

つ
服
装
で
㋲
も
う
一
度
確
か
め
て
）

を
守
れ
ば
事
故
に
遭
う
こ
と
は

な
い
」。ま
た
、悪
質
商
法
の
被
害

防
止
策
と
し
て
は「
お
互
い
に
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
近
所
の
人
に
相

談
を
。は
っ
き
り
断
る
、電
話
は
す

ぐ
に
切
る
、自
分
の
こ
と
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
大
切
」と
、紙
芝
居
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

川
上
い
き
い
き
交
流
館
へ

川
上
小
学
校
１
〜
３
年
生
の

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、ふ
れ
あ
い
活
動
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、利
用
者
の
皆
さ
ん
も

こ
の
日
が
来
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
児
童
の
進
行
に
よ

り
、歌
や
手
遊
び
等
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の
交

流
タ
イ
ム
で
は
、一緒
に
魚
釣

り
や
風
船
バ
レ
ー
、カ
ッ
プ
タ

ワ
ー
等
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、時

間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
盛
り

上
が
り
、大
笑
い
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
手
紙
付
き
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
に
、笑
顔
で
記

念
撮
影
。「
来
年
も
ま
た
来
て

ね
」と
、別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会
訪
問

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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地域福祉活動報告

福
祉
出
前
講
座

松
原
小
学
校

１
月
〜
２
月
に
か
け
て
、市
内
14
地
区

で
福
祉
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
、本
市

社
協
が
策
定
し
て
い
る
地
域
福
祉
活
動

計
画（
第
１
次
計
画 

平
成
26
〜
30
年
度
）

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ

ん
が
、自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
生

活・福
祉
課
題
を
把
握・共
有
し
、問
題

解
決
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
福
祉
座
談
会
で
は
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行
い
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
皆
さ

ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
」と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

★
病
院
や
買
物
に
困
っ
て
い
る
。気
軽
に

利
用
で
き
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
。

★
草
刈
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、草

刈
り
や
屋
外
作
業
を
し
て
ほ
し
い
。

★
ゴ
ミ
出
し
を
し
て
ほ
し
い
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
難
し
い
。

な
ど
、多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
、第
２
次
計
画
策

定
に
向
け
た
貴
重
な
基
礎
資
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、新
た
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
向
け
て
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
座
談
会
を
開
催

松
原
小
学
校
の
３・４
年
生

の
児
童
７
名
は
、生
活
課
題

を
抱
え
て
い
る
方
々
の
思
い

を
感
じ
取
り
、身
近
な
福
祉

問
題
や
福
祉
活
動
に
つ
い
て

関
心
を
高
め
、支
え
あ
い
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、車

い
す
体
験
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

体
験
後
、児
童
た
ち
か
ら

は「
マ
ッ
ト
の
段
差
や
ス
ロ
ー

プ
の
坂
で
は
、後
ろ
向
き
に

介
助
を
さ
れ
た
方
が
安
心
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
今
ま

で
は
車
い
す
の
動
か
し
方
が

分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、今

日
教
わ
っ
た
の
で
祖
母
の
手

伝
い
が
で
き
る
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

中井地区座談会の様子高倉地区座談会の様子

2/28

市
社
協
で
は
市
内
の
地
域

や
学
校
に
出
向
い
て
福
祉

出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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オ
カ
リ
ナ
奏
者
・
折
井
ユ

ミ
コ
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

土
肥
隆
弘
さ
ん
よ
り
、
社
会

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
11
月
23
日

に
高
梁
基
督
教
会
堂
で
開
催

さ
れ
た
オ
カ
リ
ナ
＆
ピ
ア
ノ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
収
益
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

高
梁
小
学
校
児
童
会
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
取
組
ん
で
い
る

ア
ル
ミ
缶
回
収
に
よ
る
収
益

金
で
購
入
さ
れ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
用
具

は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
の

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

室　名
使用時間

午　前 午　後 夜　間 全　日

９時から 12時まで 13時から 17時まで 18時か 22時まで ９時か 22時まで

部屋の面積 室使用料 冷暖房料 室使用量 冷暖房料 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料

2
階

研修室１ 33.56㎡ 810 410 1,050 530 1.340 670 3,200 1,610

研修室２ 65.88㎡ 1,590 800 2,060 1,030 2,620 1,310 6,270 3,140

栄養指導室 32.67㎡ 790 400 1,020 510 1,300 650 3,110 1,560

3
階

多目的
ホール 251.98㎡ 6,080 3,040 7,870 3,940 10,010 5,010 23,960 11,990

成羽福祉センター室使用料金表

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
贈
に
つ
い
て

高
梁
市
が
進
め
る
成
羽
複
合
施
設
整
備
に
よ
り
、

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
羽
支
所
は
、
２
月
１

日
か
ら
成
羽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階
に
移
転

し
、
同
日
、
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
貸
館
業
務
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
福
祉
団

体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
市
民
の
教
養
の
場
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
利
用
料
金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

成
羽
支
所
の
移
転
に
つ
い
て

成羽病院
●

鶴寿荘

至井原

至高梁

●正玄寺卍

白谷川

●

313

高梁市社会福祉協議会
成羽支所
（成羽デイサービスセンター内）

N

①移転先の住所
　〒716-0111
　高梁市成羽町下原281番地１
②移転先の新名称
　成羽福祉センター
③連絡先
　電　話　４２―２００５
　ＦＡＸ　４２―９８１１
　※連絡先に変更はありません。

問
い
合
わ
せ
先
　

　

成
羽
支
所　
☎
４
２
―
２
０
０
５

（単位：円）
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実施回数 単　位 金　額
４回・５回 １町内会以上 10,000 円以内
６回以上 ５町内会以下 30,000 円以内
６回以上 大 字 単 位 70,000 円以内
６回以上 町 単 位 100,000 円以内

★
福
祉
総
合
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
15
分

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふれあい
相談

福
祉
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
地
域
で
の
孤
立
・
閉
じ
こ

も
り
防
止
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
ご
く
身
近

な
地
域
を
拠
点
と
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
を
深
め
て
い
く「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」で
す
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
身
近
な

場
所
で
の
開
催
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
助

成
金
額
を
改
定
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
の
助
成
金
額
が

改
定
に
な
り
ま
す

★１年間の活動費用の助成
　（１回あたり５名以上の参加が条件）

（現行）

実施回数 単　位 金　額
４回・５回　 １町内会以上 10,000 円以内
６回以上 １町内会以上 30,000 円以内

（改正後）

☆
福
祉
委
員
選
出
届
の
提
出
お
よ
び
福
祉
委
員
証
の

　
返
却
先

・
地
域
福
祉
課

・
各
支
所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

市
社
協
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
各
町
内
会
で
見
守
り
や
声
か
け
活
動
を
行
う

福
祉
委
員
の
選
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
も
、
各
町
内
会
よ
り
福
祉
委

員
を
選
出
い
た
だ
き
、
福
祉
委
員
選
出
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
福
祉
委
員
を

交
代
さ
れ
る
場
合
は
、

お
渡
し
し
て
い
る
福
祉

委
員
証
を
返
却
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

高梁市社会福祉協議会
　福祉委員連絡協議会
会長　丹治　　勇さん

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

年
齢
者
の
皆
さ
ん
が
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
方

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

入
会
説
明
を
受
け
「
入
会
申
込
書
・
就
業
承

諾
書
」を
提
出
さ
れ
た
方

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た
方

平
成
30
年
度
賛
助
会
員
会
費
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
法
人
・
ふ
る
さ
と
会
員

12
月
16
日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
の
受
付
分
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
法
人
会
員

　
（
成
羽
地
区
）…
…
…
…
…
…
…
…
平
し
ん
鮮
魚
店

◆
ふ
る
さ
と
会
員

　
（
川
上
地
区
）…
…
…
…
…
東
京
都　
柴
原　

和
美

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
４
５
―
３
１
３
１
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 30年１月と２月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 30年
１月〜２月
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《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

戸
清
　
武
博

	
	

（
故
・
一
雄
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

木
村
　
厚
順

	
	

（
故
・
薫
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

坂
本
ひ
と
み

	
	

（
故
・
田
中
真
澄
様
）

金
一
封	

有　

漢	

小
寺
　
勝
己

	
	

（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

湯
浅
　
史
郎

	
	

（
故
・
祐
紀 

様
）

金
一
封	

有　

漢	

梶
田
　
澄
子

	
	

（
故
・
敏
一 

様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

下
日
名	

黒
川
　
克
巳

	
	

（
故
・
康
子
様
）

金
一
封	

中　

野	

坂
田
　
貴
則

	
	

（
故
・
美
朗
様
）

金
一
封	

成　

羽	

武
井
　
昌
志

	
	

（
故
・
惠
美
子
様
）

金
一
封	

布　

寄	

物
部
　
康
章

	
	

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封	

坂　

本	

谷
本
　
信
子

	
	

（
故
・
武
様
）

金
一
封	

羽　

根	

沖
嶋
　
　
昇

	
	

（
故
・
信
子
様
）

金
一
封	

総
社
市	

平
松
　
久
和

	
	

（
故
・
坂
加
江
様
）

金
一
封	

下　

原	

渡
邉
　
丈
夫

	
	

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封	

総
社
市	

森
宗
　
勝
實

	
	

（
故
・
カ
ネ
コ
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

長
迫
　
良
生

	
	

（
故
・
ミ
エ
コ
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

小
林
　
　
仁

	
	

（
故
・
芽
久
美
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

平
松
　
克
子

	
	

（
故
・
茂
秀
様
）

金
一
封	

松
原
町	

坂
田
　
隆
晃

	
	

（
故
・
富
子
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封	

高
倉
町	

中
山
　
義
治

	
	

（
故
・
澄
雄
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

倉
敷
市	

花
岡
　
宏
美

	
	

（
故
・
中
村
敏
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

川
上
　
　
博

	
	

（
故
・
常
寿
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
野
　
章
二

	
	

（
故
・
近
志
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

小
林
　
政
博

	
	

（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

小
林
　
悦
子

	
	

（
故
・
貞
夫
様
）

金
一
封	

川
面
町	

塩
田
　
正
美

	
	

（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

川
面
町	

小
林
　
貞
子

	
	

（
故
・
喬
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

馬
場
　
三
郎

	
	

（
故
・
森
脇
博
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

福
瀧
　
　
一

	
	

（
故
・
好
恵
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

上
森
　
主
惠

	
	

（
故
・
智
加
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

野
口
　
龍
輔

	
	

（
故
・
八
千
代
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	
中
井
町	

宇
根
　
晴
男

	
	

（
故
・
さ
か
ゑ
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

渡
辺
　
嘉
久

	
	

（
故
・
幸
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

大
森
　
　
進

	
	

（
故
・
胖
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

倉
敷
市	

花
岡
　
宏
美

	
	

（
故
・
中
村
敏
子
様
）

金
一
封	

横　

町	

川
上
　
義
之

	
	

（
故
・
勝
様
）

金
一
封	

内
山
下	

中
山
恵
美
子

	
	

（
故
・
澄
夫
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
田
　
政
幸

	
	

（
故
・
憲
三
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

中
山
　
義
治

	
	

（
故
・
澄
雄
様
）

金
一
封	
落
合
町	

川
上
　
　
博

	
	

（
故
・
常
寿
様
）

金
一
封	

上
谷
町	
三
村
　
　
学

	
	

（
故
・
盛
紀
様
）

金
一
封	

神
戸
市	

春
　
　
和
夫

	
	

（
故
・
水
野
髙
志
様
）

金
一
封	

正
宗
町	

中
村
　
昭
博

	
	

（
故
・
キ
ヌ
子
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

吉
田
　
明
宏

	
	

（
故
・
稔
春
様
）

金
一
封	

横　

 

町	

髙
松
智
惠
子

	
	

（
故
・
貞
子
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

堀
　
　
千
里

	
	

（
故
・
光
弘
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

神
戸
市	

春
　
　
和
夫

	
	

（
故
・
水
野
髙
志
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報紙は再生紙を使用しています。

お
詫
び

第
77
号（
１
月
15
日
発
行
）に
お
い

て
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
11
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
有
漢
支
会
》

（
誤
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
充

	
	

（
故
・
愛
子
様
）

（
正
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
允

	
	

（
故
・
愛
子
様
）

♦
12
ペ
ー
ジ

【
一
般
寄
附
】

《
有
漢
支
会
》

（
誤
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
充

　
（
捜
索
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
）

（
正
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
允

（
捜
索
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
）

12広報ふれあい福祉　第78号

例
年
以
上
に
厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
も
少
し
ず
つ
和

ら
い
で
き
ま
し
た
。

こ
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
、
熱
く
盛
り
上
が
っ

た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
始
ま
る

前
は
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
感
動
す

る
競
技
・
演
技
の
連
続
に
、
毎
日
テ
レ
ビ
の
前
で
釘
付

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
号
の
3
ペ
ー
ジ
で
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会
」に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
講
演
を
い
た
だ
い
た
宇
野
さ
ん
は
、
理
事
長
を

務
め
る
笠
岡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
地
域
力
を
活
用
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
院
や
買
い
物
の
際
の
付
添
い
や
話
し
相
手
、
部
屋

の
掃
除
な
ど
を
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
で
解
決
す
る

「
ふ
れ
あ
い
♡
た
す
け
愛
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

「
困
っ
た
時
は
お
た
が
い
さ
ま
」「
地
域
を
お
お
き
な
家
族

の
よ
う
に
捉
え
る
」
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
醸
成

に
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
、
実
際
に
現
場
を
見
に
行
き
た
い
と
の
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
一
部
の
地
域
で
は
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
に
頭
を
悩
ま
し
て

い
る
地
域
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。

本
市
社
協
も
、
よ
り
多
く
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
や
特
技
を
生
か
し
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。（
Ｓ
）

金
一
封	

地　

頭	

森
下
　
薫

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
そ
の
他
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野　

隠
地
　
裕
泰

	
	

（
故
・
泰
雄
様
）

金
一
封	

西　

山　

石
川
　
紘
子

	
	

（
故
・
昭
夫
様
）

金
一
封	

玉
野
市　

小
原
　
　
悟

	
	

（
故
・
清
子
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

�
第
404
回
、
第
405
回
目
）

金
一
封	
津
川
町	

平
松
　
雪
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

平
松
　
雪
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

江
田
　
　
毅

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

湯
井
　
教
二

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	
	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

下　

原	

應
武
　
一
生

	
	

（
故
・
正
信
様
）

金
一
封	

成　

羽	

干
田
尾
　
悟

	
	

（
故
・
榮
子
様
）

金
一
封	
坂　

本	

小
川
シ
ヅ
子

	
	

（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封	

成　

羽	
平
田
　
高
久

	
	

（
故
・
都
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

高　

山	

川
上
　
　
清

	
	

（
故
・
キ
ヌ
ヨ
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

金
尾
　
恭
士

	
	

（
故
・
武
士
様
）

金
一
封	

地　

頭	

加
藤
　
祥
久

	
	

（
故
・
美
代
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

難
波
　
幹
子

	
	（

故
・
山
内
美
智
子
様
）

金
一
封	

地　

頭	

馬
山
　
友
宏

	
	

（
故
・
美
喜
夫
様
）

金
一
封	

三　

沢	

鈴
村
　
久
治

	
	

（
故
・
好
子
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

石
井
　
睦
子

	
	

（
故
・
寿
昭
様
）

金
一
封	

領　

家	

西
井
　
正
人

	
	

（
故
・
久
泰
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

賀	

藤
田
　
博
人

	
	

（
故
・
豊
子
様
）


